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Notionと慶應義塾、「世界最高峰のAIキャンパス」 
実現に向け戦略的連携を開始 

最高水準のAI環境で、好奇心と向き合える人間の主体性を醸成する 
 

Notion Labs Japan合同会社（所在地：東京都、ゼネラルマネジャー アジア太平洋地域担当：⻄ 勝清）と慶
應義塾（所在地：東京都港区、塾長：伊藤 公平）は、慶應義塾における「世界最高峰のAIキャンパス」実現
に向けた戦略的連携を開始することをお知らせします。両者は包括的連携覚書（以下、MOU）を締結し、
教育・研究・大学運営におけるAI活用と、知識・業務情報の統合的な管理基盤の整備を共同で推進しま
す。 
 
慶應義塾では、AIを全学的な知的インフラと位置づけ、文理を問わず全学生・研究者がAIと対峙し社会の
発展に資する活動に従事するためのビジョンとして「AIキャンパス構想」を掲げています。その一環として、
学生・研究者にとって「世界最高峰のAIキャンパス」を3年以内に形作るために、最先端のAI・デジタル環
境の整備に加え、世界トップのプラットフォーム企業との連携を促進しています。 

生成AIの活用が急速に進む中、教育機関においても、AIを単体ツールとして導入するだけではなく、意思
決定や業務遂行に必要な文書、規程、履歴、業務フロー等を継続的に整備し、AIが参照できる「信頼でき
るコンテキスト」を供給し続けることが重要になっています。Notionは、ドキュメント、プロジェクト、ナレッジ、
業務運用を一箇所に集約できるコネクテッドワークスペースとして、組織の知識と実行をつなぎ、人間とAI
が“チームメイト”として協働する起点となる環境づくりを支援します。 

本連携では、慶應義塾の全教職員に対してNotionを導入し、学内に分散する168年の知的資産（文書、規
程、ノウハウ、履歴、業務情報等）と日々の業務オペレーションを一つのプラットフォームに集約します。こ

れにより、人間とAIが同じ「信頼できるコンテキスト」を共有しながら協働できる環境を整備し、“仕事のため
の仕事”（検索、情報取りまとめ、重複作業、引き継ぎ負荷等）の削減を目指します。こうした取り組みを通
じて、教職員がより本質的な教育研究支援や学生対応に注力できる体制を構築します。 

両者はMOUに基づき、以下の取り組みを共同で推進します。 

1.​ 統合的な知識・業務の管理基盤（Integrated Management Ecosystem）の構築​
学内の知識資産と業務オペレーションをNotion上に集約し、必要な情報へ迅速にアクセスできる
共通基盤を整備します。​
 

2.​ 大学全体の生産性向上とAIトランスフォーメーション（Productivity & AI Transformation）​
情報検索、取りまとめ、引き継ぎ等の負荷を軽減し、教職員が教育・研究・学生支援など価値の高

い業務へより注力できる環境づくりを推進します。​
 

3.​ 学生のAI活用促進（責任ある活用、実験・創造の後押し）​
教職員の導入を起点に、学生の学びや創造の場におけるAI活用も段階的に検討し、責任ある活

 



用と実践知の醸成を支援します。​
 

4.​ 成果・ベストプラクティスの国内外への共有​
進捗や成果、運用ノウハウ、ベストプラクティス、（公開可能な範囲での）テンプレート等を発信し、
国内外の教育機関や社会に還元していくことを目指します。​
 

今回の慶應義塾におけるNotion導入は、学内の知が育ち続ける状態を作り、教育・研究・運営の質を向上
させることを目指すものです。そのためにNotionは、導入設計から定着化まで伴走し、運用相談や優先的
なサポート、およびチャンピオン育成とトレーニング設計で利用を促進します。最高水準のAI環境で、好奇
心と向き合える人間の主体性を醸成し、「次の発見と挑戦が生まれるAIキャンパス 」を後押しします。 

 

Notion Labs Japan合同会社  
ゼネラルマネジャー アジア太平洋地域担当　西 勝清（にし・かつきよ）のコメント 
「慶應義塾様と、『世界最高峰のAIキャンパス』の実現に向けた戦略的連携を開始できることを大変嬉しく
思います。168年にわたり蓄積された知的資産と、日々更新される膨大な業務情報が分断されたままで
は、AIの力を十分に活かすことはできません。Notionは、知識とオペレーションを一箇所につなぎ、学内の
共通基盤として“人とAIの協働”を前に進めるための基盤を提供します。全職員での導入を起点に、教育・
研究・大学運営における生産性向上と、新しい学びの形の創出に貢献できることを楽しみにしています 」 
 
 
学校法人慶應義塾 
塾長　伊藤 公平のコメント 
「Notionとの戦略的連携を心から歓迎します。慶應義塾が目指すのは、世界最高峰の「人間中心のAIキャ
ンパス」です。最先端のAIと切磋琢磨し、正面から勝負して自らの独自性を発揮できる人材を育む場とし
て、教育・研究・運営の刷新を目指します。Notionを活用して学内に分散する情報を集約し、誰もがAIを自
在に使いこなす基盤を整えることで運営が一層充実し、塾生や研究者らの知の創造を加速させる鍵となり
ます。AIとの協調、時に対決を通じて慶應義塾がさらに前進することを期待しています」 
 
 
Notionについて 
Notionは、ドキュメントの作成・共有、プロジェクトの管理、ナレッジの整理、すべてが一箇所で実現できる
コネクテッドワークスペースです。ユーザーは美しいドキュメント、ロードマップ、ナレッジベースなどを作成、
カスタマイズすることができ、チームの生産性向上、コラボレーションの促進・強化、チームでの働き方の改
革を加速化させます。Notionは次世代のスタートアップから大企業まで、世界中で最高のチームを支えて
います。日本でもトヨタ自動車社や三菱重工社、サイバーエージェント社、セプテーニ社といった大手企業
への導入が進み、信頼を得ています。 
https://www.notion.com/ja 
 
＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
Notion 広報事務局（共同ピーアール株式会社内） 
担当：仙場、船橋、松田 
TEL：03-6260-4863　E-mail：notion-pr@kyodo-pr.co.jp 
 
慶應義塾広報室 
担当：宮崎、向坂 
TEL：03-5427-1541   E-mail：m-pr@adst.keio.ac.jp 
https://www.keio.ac.jp 
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